
６ 本時の目標と展開（授業② ６年２組） 

（１）本時の授業構想図 

本時のねらい 速さの意味を理解し，速さを求める公式をつくることができる。 

 

   振り返り 

 

「速さの決め方は，大きさを比べやすくするために，道のりを時間で割っ

た方がいいと分かりました。」「1時間当たりの考えを使うと，遠くまで進

んだ方が速いといえるので，道のり÷時間で求められると分かりました。」 

 

本時のバージョンアップ 

された考え 

 速さを比べるには，1時間当たりに進む道のりを求めて比べればよい。 

「速さ＝道のり÷かかった時間」 

 

本時の「しなやかに考える

子ども」の姿 

「1時間当たりと 1㎞当たりの求め方があるけれど，長さや広さと同じよ

うに，速さも数の大きい方が『速い』と表す方が分かりやすい。だから，

速さは，道のり÷かかった時間＝1時間あたりの道のりで求められる。」 

しなやかさに欠ける子ども

への支援 

1 時間当たりに進む道のりを比べさせることにより，数値の大きい方がよ

り長い道のりを進むことに気付かせる。 

「1 時間に 240 ㎞進むのと 210 ㎞進むのでは，どちらが速いといえるか

な。」 

 

ギャップを乗り越えさせる

ための算数的活動 

数直線をかかせ，3時間を 1時間になおして考えると比べやすいことに気

付かせる。 

 

ギャップ 

（違いやつまずき） 

速さを比べるって，どういうことだろう。 

時間も道のりも違うから，このままでは比べられない。 

 

 

既習 単位量当たりの大きさ，比例，平均，割合 

 

問題 

 新幹線のはやて号は 3時間に 630㎞走り，のぞみ号は 2時間に 480㎞走

ります。 

どちらが速いでしょうか。  

 

評価規準 単位量当たりの大きさの考えを用いて速さを求める公式をつくり，その公式の意味につい

て説明している。（数学的な考え方） 

評価の具体 

 

 

 

十分満足と判断される状況 努力を要する状況の児童への手立て 

速さは単位時間に進む道のりであること

をもとにして公式を考えたり，数直線を使

って計算の方法を説明したりしている。 

630÷3＝210，480÷2＝240の式に着目させ，

それぞれの数字が表していることが何なのか

「道のり」や「時間」といったことばや数直線

と結びつけながら考えさせる。 

 



 


